












































































 1 ．18世紀の極印講と熱田講 
 　まずは、18世紀の熱田講の状況を示す
史料を1836年（天保 7 年）に記された「申
合定」 （7）  からみることにする。他史料と比
較することも考えて、長文であるが掲載す
ることにした。 
























 ニ而 積入可申段、船問屋申出候 ニ 付、相
談相堅メ候、且又熱田講多人数にて却 而







相改、左 ニ 記ス 
 一海上為安全之毎年正五九月 ニ 、住吉太神















高減少依之壱艘分銀弐拾目 ニ 相定可申事 
 一帆別銀之儀仲間諸入用 ニ 相賄、尤溜り銀
 者 難船之砌、浦改路用金用意 ニ 仕候、尤
余銀出来候上ハ講中相談之上新造加入に
 茂 相加り可申事 
 一溜り銀五百目以上 者 元銀 ニ 結ひ、講内 江
 別段 ニ 預ヶ可申事、尤利足之儀ハ五朱 ニ
 相定勿論預ヶ先之儀 者、 参会之席 ニ而 入
131
明和・安永期の尾州廻船内海船と大坂
札ニいたし札数之方 江 預ヶ可申事 
 　但、端銀之儀ハ時之行司無利足 ニ而 預り
可申事、尤五百目以上 ニ 相成候得者、元
銀 ニ 結ひ可申事 
 一船附出シ候節、問屋 ゟ 当行司 江 相改差支
 茂 無之候得 者 船附差出可申事 










 　但、落贈り状在之候得 者 篤 与 相調候上、
押切致可遣事、過分之儀 ニ 候へハ行司中
相談可有之事 
 一船々出帆之節、両問屋 ゟ 船足見分可致事 

















 一元船定運賃之儀極印元 ゟ 相定来り候通、





年 ゟ 壱年替り ニ 相定取渡可致 并 次之行司




申、其余之儀 者 格別之事 ニ 候 
 一荷打請合積之儀ハ彼地注文物 ニ 限り候　
事、当地送り荷物ニ請合ハ不仕由、此儀
心得違為無之相顕置候事 
 一海上在之ハ掛り之問屋 与 当行司 江 早速可
致注進旨兼 而 申附置候、其節当行司之内
弐人掛り之問屋壱人都合三人早速浦方支
配 ニ 罷下り可申事、尤浦方 江 参着之砌浦
役人之改相済、浦手形出候趣 ニ 候へハ支
配 ニ 取掛り可申、万一故障も有之、浦手
形出不申儀有之 者 、其趣意相糺可済義 ニ
 候得 者 行司之計を以支配相済可申、至 而
 六ヶ敷儀有之候へハ、壱人 者 当地 江 罷帰
り相談之上　極印元 江 通達可致事 






 一浦役 ニ 付承知 并 退仁之一札左 ニ 記ス 
 　　　一札 
 一此度誰船何月幾日何国何浦 ニ而 難船仕候
 ニ 付、熱田講行司内より弐人船問屋壱人
都合三人浦方支配 ニ 御下り被成候条、夫









 一此度誰船何月幾日何国何浦 ニ而 難船仕候




り候共、銘々積元直 ニ 割掛ヶ何程 ニ而茂 出
銀可仕候、為後日承知之印形、仍 而 如件 
 　　年号月日 




 ゟ 合力 茂 請候様取計添状遣可申事 
 一用談之儀大体ハ当行司了簡を以取計、組
合 江 可知ス義ハ口上書 ニ而 相触候様可致
候、無拠相談 ニ も可及儀 者 、当行司之外
組々 ニ而 見計壱人宛相招き相談可致候事 





前 ニ 此料壱匁也、右之積りを以申附候事 





 一両問屋 江 申渡条目帳之通、読聞承知印形
取置候事 




 銭屋太兵衛  
 小部屋半兵衛  
 大坂屋理右衛門  
 川崎屋甚助  
 竹屋喜右衛門  
 山城屋伊兵衛  
 近江屋与兵衛  
 紙屋新助  
 大鶴屋九蔵  
 池田屋門吉  
 小部屋太郎兵衛  
 紙屋治兵衛  
 金屋徳兵衛  
 山城屋利右衛門  
 近江屋八左衛門  
 平野屋惣兵衛  
 河内屋藤兵衛  
 近江屋平兵衛  








































送来り候、往古 者 大坂表 ゟ 尾三勢州濃州
迄積込 ニ而 大坂 ゟ 便船 江 直積 ニ 仕、船問屋
諸荷物支配仕、夫々積合運送仕候処、難
船之節々 国々積込 ニ而 荷主共浦方荷改等






 積込 ニ 御座候得共、追々積荷物繁昌仕、
勢州三州 者 別段大坂表 ニ 船問屋共出来、
依之尾州小早船積荷物 上下延引 ニ 相成候
付、明和弐酉年名古屋極印講 ゟ 大坂表 江









族、都合四拾軒 江 連名 ニ而 再講取建之義頼
来り、仍之大坂表又々相談有之、熱田講
再講取立、追々繁昌仕候、然処安永八年
亥年又々極印元 ゟ 大坂表 江 申来り候 者 、
今度廻船積荷物海上荷打之請合 ニ而 船積








昌仕候義 ニ 御座候、仍之大坂表 ニ も熱田
講中掟廻船定目帳出来、同断極印元 ニ茂
 定目掟之趣、仕法相定り申候、右廻船積
荷物海上請合と申ハ、名古屋表 ゟ 都 而 注
文之荷物計り ニ而 送り付荷物 者 海上之請
合無之段 ニ 相決申処、追々難船之節 ニ 取
計方、右掟之通 ニ も不参差繰存外之増運
賃等有之、船頭浦仕舞自上り仕候、右取
計方背違仕候得 者 、荷物等積留 ニ 仕、難
渋之族出来仕、無拠便船積或 者 直積等 ニ






余程下直 ニ 相当り候品吟味、大坂表 ゟ 御
当地商人 江 送り付申候儀も御座候へ 者 難
舟之節、注文之外 者 大坂表之損亡 ニ 相成、




取計方定目掟通 ニ茂 取計不仕掟腐 ニ 相成
候、取計筋も有之積合候極印外之商人共
損亡多く難渋相成候 ニ 付、追々大坂表 ニ
而茂 相改有之、御当地商人方へも、度々




候処、各同心 ニ而 一統利方宜取締り ニ 付、
右之趣 ニ 仕度仍之惣代と仕、乍恐出願仕
候義 ニ 御座候、左候へ 者 当地 ニ 於 而 も、荷
揃会所相立候方締りニも奉存候、且又、
大坂屋表 ニ も別段問屋出来候義 ニ 御座候
へ 者 、御当地も同断之取計方 ニ 御座候付、
追々別段会所相建度奉願上候義 ニ 御座
候、難舟之一件具 ニ 右体申上候 而 ハ、若々
差響キ之儀も可有御座哉と、勿論難舟一






































 一大坂差出し之候商荷物、近年他国船 ニ 積
下、船持困窮 ニ 付、向後他国船積下不申
候様 ニ而 相願候様、町奉行衆 ゟ 御年寄衆
 江 申達有之由 ニ而 、船手 江 も御申談了間之
趣申達上、願之通向後下り荷物他国積下
候儀相止メ御国廻船 ニ 積下、其内御国廻




























た。それが1765年（明和 2 年）5 月の「問
屋 江 相渡置定目之事」である（【史料「小
早船掟書写」】）。 








 　 3 条目は、極印講より決められた船の
石数に応じた人別の定運賃が記されてい
る。記載の人物は大坂廻船の船持である。 




















































 　1779年（安永 8 年）に、ようやく熱田
講が再興され、翌年より新仕法による船へ
の荷積みが始まった。【史料 1】には「安
永九年子歳 ゟ 仕法相改、左 ニ 記ス」とあり、
その続きに、新仕法が記されている。 












 【史料 1】 
 一荷打請合積之儀ハ、彼地注文物 ニ 限り候
事、当地送り荷物請合ハ不仕由、此儀、
心得違為無之相顕置候事 
 【史料 2】 
 　右廻船積荷物海上請合と申ハ、名古屋表



















































 一此度内海米屋小平次殿極印元 江 御相談被
成候度趣 ニ而 、御出府被成候 ニ 付、講中
打寄対談候所、米小氏追々承及候処、大
坂廻船之儀近来ハ折節難事有之御心配之















































 一御町中 江 大坂 ゟ 下り荷物之儀此度立方 ゟ















 【史料 3】 （12） 
 一大坂廻船 与 申ハ、大坂表淡路屋利右衛門
方 ゟ 之船計り ニ而 、御国之船 者 通ひ不申、


















 一文金五百両也　　但、利足金壱両 ニ 付、 
 　　　　　　　　　　　一ヶ月銀弐匁ツヽ 
 　右 者 貴殿御客船五艘分相続金 ニ 付、極印
講中 江 慥 ニ 預り置申所実正也、舟方 ニ 付
御入用之節、何時 ニ而 も急度返済可申候、























 【史料 4】 （13） 
 　明和四亥年より調達蒙仰、其節々前野小　





















4 年ほど前の1775年（安永 4 年）に、内
海東端村において複数の船が確認できる。 

































































 　次に1780年（安永 9 年）熱田講新仕法
を示した【史料 1】から抜粋する。 
 一海上安全為正五九月 ニ 住吉大神宮 江 庭御
神楽可奉献事 ニ 候、尤御初穂銀拾弐匁相
定、右神楽料問屋衆 江 相渡可申 
 　熱田講の、海上安全を祈る庭神楽は、
1765年（明和 2 年）の仕法では年 2 回、




































































 　さらに、熱田講再興の1779年（安永 8 年）
には 2 基の常夜灯が建てられた。一つは
6 月建立のものであり、尾張藩儒者の磯


























籠がある （22） 。 
 おわりに 












































（「石井謙治氏所蔵文書」）」と記している （24） 。 
























































































 （ 6）日本福祉大学知多半島総合研究所蔵。 
 （ 7）「熱田講記録」『校訂復刻名古屋叢書』　


























（1998年 5 月入手）。 
 （17）「石造灯籠　明和元年 6 月在銘　一
対」尾頭住吉神社境内。 




刊行会、1976年、pp. 204 ― 205）に記さ
れている。 
 （19）「石造灯籠　安永 8 年 8 月在銘　一
基」尾頭住吉神社境内。 































 万治二己亥 ゟ 　天保十二迄 百八十四年 
 文 (元 )文二年 ゟ 　同断  百〇五年 
 宝暦七丑 ゟ 　同断  八十五年 
 明和二乙酉 ゟ 　同断  七十七年 
 同　四亥より 　同断  七十五年 
 安永八己亥 ゟ 　同断  六十三年 
 文化四丁卯 ゟ 　 同断  三十五年 
 元文二巳年二月 
 一大坂西三郎兵衛 与 申者、新規問屋被仰付被下様 ニ
 と、当所山形屋善兵衛ト申者相願候節、右御聞済




 一大坂差出し之候商荷物、近年他国船 ニ 積下、船持
困窮 ニ 付、向後他国船積下不申候様 ニ而 相願候様、
町奉行衆 ゟ 御年寄衆 江 申達有之由 ニ而 、船手 江 も御
申談了間之趣申達上、願之通向後下り荷物他国積
下候儀相止メ御国廻船 ニ 積下、其内御国廻船差支








 ゟ 下り荷物専一之渡世 ニ 仕、御役等も相勤候処、











 一大坂表 ゟ 御当地 江 積下候商荷物之儀、先年 ゟ 定運
賃取之御国廻船計積来り候処、近年他国船糴積
致、御国廻船 ニ 積候荷物少罷成令難儀候旨、船問
屋 并 御国廻舟 ゟ 願之通吟味之上、向後ハ大坂 ゟ 積
下り荷物御国廻舟計之他所舟 ニ 積不申筈 ニ 候、且
運賃之儀ハ他国舟 ニ 准先年定候より引下取扱候様













 　　大坂御船手御番所御扣 ニ 有之候 
 一大坂川口出船以前 ニ 破船出入之事穿鑿之上、船頭
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不届 ニ而 令破損候ハヽ、其割符荷主 江 ハ不可相掛
運賃ハ其侭遺シ、取揚 而 大坂伝其外廻船中として
右約速之所々 江 積届へし、自今以後於川口船頭不
























 一海上安全為正月・九月両度住吉大神宮 江 庭御神楽
可致執行、御初穂銀拾弐匁ツヽ也 
 一積荷物船方撰嫌申節、問屋 ゟ 通達有之候ハヽ、其
船頭之儀行司方 江 相招、急度可申附候、其上 ニ も
違背在之ハ早速極印元へ可申達事 
 一船附之事行司 江 引合有之節差支無之候ハヽ可申附
事 







新造加入等も相談の次第 ニ 可致候事 
 一講中行司渡正五九月三ヶ度、参会正月・九月相勤
可申、尤溜分銀順番預り可申事 
 一両問屋 江 定目書相渡置候、承知之一札別紙取立事 
 　右之趣を以向後取り計可致、依 而 如件 
 　　明和二酉五月 






候様両問屋兼 而 心懸出情可被致事 






 　右定運賃 ゟ 堅過積無之様支配可被致候事 
 一極印船登り合無之仮船被致候節、行司 江 相尋之上、
両問屋立合入念仮船可被致候事 






撰嫌致候ハヽ、行司 江 達可有之事 
 一荷物積先 ニ而 仲仕 并 水主共諸事不埒無之様問屋船
頭方 ゟ 可申附候、外船 江 荷物洩不申様廻り方手代
衆仲仕等迄出情可被致事 
 一帆別銀壱艘分銀廿五匁ツヽ手板印形之節、行司方
 江 持参可有之事 
 一壱艘仕立双仕立之儀出荷物之多少准行司 ゟ 差図
可被致間、船頭衆問屋中違背有間敷候事 







































 一此度内海米屋小平次殿極印元 江 御相談被成候度趣
 ニ而 、御出府被成候 ニ 付、講中打寄対談候所、米
小氏追々承及候処、大坂廻船之儀近来ハ折節難事






下候、勿論右金子 ニ而 不足仕候得 者 何程 ニ而 も ニ 可
仕候出金、且大坂廻船之儀大坂川口抔不都合 ニ 奉
存候、却 而 小船異鯖立弐百石高位 ニ 船人八人乗仕
候得 者 、自大坂仕立方早ク至極模通宜と奉存候、
右沖 ニ而 シケ出候節、小船 ニ 帆を巻 并 艫械ヲ相立候
得 者 、四百石以上之舟ハ中ノ路械ハ相立不申候、
就中都 而 半艘積 ニ 仕船足致軽ク候得 者 、難事ハ無





致度 旨 願人御座候由、左様 ニ 相成候 而者 私共必至
 ニ 困窮仕候、何卒仕法を以、右同様仕度候間、御
憐愍 ニ 是迄通り ニ 私共 江 被仰付候ハヽ難有仕合 ニ
 奉存候与申来り候 ニ 付、又々仲間相談之上仕法以
海上請合積之趣証文取、桑名や・柏屋両家へ支配
申附候、則右証文写請合申証文之事 
 一御町中 江 大坂 ゟ 下り荷物之儀此度立方 ゟ 元船石高
百石 ニ 付金弐百両ツヽ鋪金差出置、海上無事受合
 ニ而 御町中之荷物積立渡海致度願主御座候 ニ 付、
則各々様御荷物右船 江 御積被成度思召 ニ 御座候、








 一私方五艘之内 江 御積入被下候御荷物ハ、縦ひ如何
様の儀御座候共、一切荷打為致申間敷候、若過 而
 取落申候 歟 、又ハ船中 ニ而 濡痛等出来申候ハヽ、
代銀を以急度相弁可申事 
 一私方五艘之内 江 御積入被下候御荷物ハ、縦ひ如何
様の儀御座候共、一切荷打為致申間敷候、若過 而
 取落申候 歟 、又ハ船中 ニ而 濡痛等出来申候ハヽ、
代銀を以急度相弁可申事 






相立申候、惣 而 諸雑用右之割 ニ而 取計申候、尤時
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節 ニ より弐貫五百匁迄御積セ可被下候、其上少 ニ








 一年内両度之御参会、其外船之儀 ニ 付御寄合之席、
雑用ハ両問屋より仕払致可申事 
 右之通急度請合申所実正也、為其五艘分相続金五両
也御講中 江 御願申候、御積入荷物海上 ニ而 御損毛之
節ハ、右金子を以御執計可被下候、当又御預り金減
少 ニ 相成候ハヽ、船頭中講金私方 ニ 追々預り置候故、
何時 ニ而 も差出可申候、為後日五艘一体請合証文、







 一文金五百両也　　但、利足金壱両 ニ 付、 
 　　　　　　　　　一ヶ月銀弐分ツヽ 
 右 者 貴殿御客船五艘分相続金 ニ 付、極印講中 江 慥 ニ 預
り置申所実正也、舟方 ニ 付御入用之節、何時 ニ而 も










 一船方預り金三月会 ゟ 来三月会迄講中立会割符付
之通質物を入、銘々 江 預置、翌年会席 江 元利共持
参可致候事 
 一廻船積方之儀平生無油断気を附、過積其外疎略成
儀を御座候ハヽ、当行司 ゟ 致吟味可申事 
 一毎年両度之惣会ハ勿論其外寄合之儀相触申候
ハヽ、時刻不違可罷出候事 
 一大体之儀ハ行司方 ニ而 取扱、追 而 連中 江 為相知可申























 一御公儀様御法度之趣、津々浦々 ニ而 堅相守可申事、
別博奕諸勝負何 ニ よらす、かけろく類、船中水主
 者 一切不仕候様兼 而 申渡有之候 
 一積問屋 ゟ 出荷物浜出し船積為致、大切取扱麁末無
之様可仕候、別 而 船中 ニ而 相互 ニ 念入不埒筋出来不
申候様、水主一統兼々申渡置候 
 右之通少しも無相違為相守可申候、其外如何様六ヶ
敷候儀出来仕候共、我等請負人相立申候儀故、何国
何方迄も罷出、急度差略無滞相済可申候、右舟仕立
被成候荷物積入候節ハ、幾年 ニ而 も我等請負相立申
候間、此証文御用可被下候、為後日請負一札、仍 而
 如件 
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注： 〈　〉は割書であること、（　）は筆者の加筆で
あることを示す。 
 
